
ファレノプシスの炭酸ガス施用による開花促進

［要約］ファレノプシスの炭酸ガス施用は、花成誘導のための冷房室入室日から、濃

度1,000ppmで２ヵ月間、夕方５時から夜11時までの６時間施用すると花茎発生株率が

向上し、開花期が早くなる。
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対象作目 花き・花木 専門項目 栽 培 成果分類 新 技 術

［背景・ねらい］

ファレノプシスの鉢物生産では、生産効率や品質の向上が重要な課題となっている。そ

のため、炭酸ガス施用が普及しつつあるが、ファレノプシスは、ＣＡＭ植物であり、他品

目とは異なる光合成特性を有することから、最適な施用方法の検討が必要である。

そこで、ファレノプシスの鉢物生産における炭酸ガスの施用時期や施用時間および期間

などを検討し、効果的な施用方法を確立する。（要望機関名：生産流通課(Ｈ10)）

［成果の内容・特徴］

１．ファレノプシスは、花成誘導期から開花期にかけて炭酸ガスを施用すると、花茎発生

株率が向上し、開花が早く、小花数が多くなり品質が向上する。また、高温による花

成抑制期での施用は、地上部の生育促進効果はないが、根重が重くなる（表１、図１、

図２）。

２．花成誘導期以降の炭酸ガス施用は、その効果と経済性を考慮して、冷房室（昼温25℃

／夜温20℃）入室日から、濃度1,000ppmで２ヵ月間、夕方５時から夜11時までの６時

間施用するのが、もっとも実用的である（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．ファレノプシスの鉢物栽培おける技術資料として活用できる。



［具体的データ］

表１ 炭酸ガス施用と開花時の形質（平成11年）

炭酸ガス施用の有無 花茎発 花茎 開花日 小花数 第一小花

花成抑制期 花成誘導～開花期 生株率 発生日 の大きさ

10/27～11/30 12/1～ 4/9 ％ 月/日 月/日 個 縦 横(cm)

有 有 97 1/ 6 3/22 10.2 11.2 12.2

有 無 85 1/11 3/30 7.2 10.7 11.9

無 有 100 1/ 7 3/25 9.0 11.0 12.3

無 無(無施用) 81 1/ 9 4/ 1 8.0 10.7 11.7

注）1.炭酸ガスは、濃度1000ppm、15時間(17:00～8:00)施用。
2.花成抑制期の温度は30／25℃（昼／夜温）。
3.花成誘導期から開花期の温度は25／20℃（昼／夜温）。

表２ 花成誘導期以降の炭酸ガス施用期間および時間と開花時の形質（平成12年）

炭酸ガス施用期間･時間 花茎発 花茎 開花日 小花数 第一小花

生株率 発生日 の大きさ花成誘導～花茎発生期 花茎発生～開花期

10/20～12/21 12/22～2/22 ％ 月/日 月/日 個 縦 横(cm)

12時間 12時間 100 11/20 2/10 8.1 11.8 12.0

12時間 0時間 93 11/20 2/12 6.9 11.3 11.8

6時間 6時間 94 11/20 2/12 6.6 11.6 12.1

6時間 0時間 100 11/19 2/10 7.5 11.7 11.9

0時間 0時間(無施用) 86 11/25 2/16 7.0 11.3 11.7

注）1.炭酸ガスは、濃度1000ppm、12時間(17:00～5:00)、６時間（17:00～23:00）施用。
2.温度は25／20℃（昼／夜温）。
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図１  花成抑制期の炭酸ガス施用の有無と葉身長×葉幅値の推移（平成11年）
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温度は３０／２５℃（昼／夜温）、光条件は黒寒冷紗2枚、常時被覆

図２  花成抑制期の炭酸ガス施用の有無
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